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　争どものひとつの行動の見え方は1・ト見るお『となの厩し

・ズ｝、為空尚あ性質に・よら定め・わるずそあ空間は，11物珪的

空商ξ力動的に開連・しながち11同時に嘉ぞめ人が関心を

もっ七動いている内的空間のことで多る。7たと系嬉」お

どなめ祉会の黍務的な辻とがその人め世界を占め淀ギ・る

瞬問昏謡まシ予どもの行動を見て：も｝ rその行動あ1子どもの

世界にとって持つ意味を見出すことは困難であろうどそ

のときには，子どもの世界の中めざ製ざま な動ぎの結果

と・し宅φ行動が， すセにおと湿之なっ箆者め習慣と1して

受けいれ七ギ・る生活禄賓ど食騨逢わなぴかどう一か1ンま

た1「お乏嫁の生活め内潜な遂行亮支障を来さねいがどう

か
と》鯵：こ・とが，・おどなにどっ拓見える部分となるも 1お

乏1なあ世界がらレ・ち・ならぼ，“』 こ
あ㌔こぐと ほ当然のごと：であ

っ紹‘そめ故レヒ≠子むもの心を古あそいち世界が主たな

ジず紀づ∫ぐられゐ』場」己i二そ＝れ巌芋ども が成長する場宅・あ・る、

が『一勇書』必婁比なる」キれカ｛幼児の集団像脊あ場であ

り，・象だ’ 治療保育寧ゼ妄ど乙4）場曽ある乞紘鎧kトナ詠

　おとなの世界から子どもを見争時には，子ゼ笛曝，：将

来ダ】お どなの社会にびぎいれるべき存在である才ぞの点

か ら子どもの行動を身るならぱドそれはドお’となめ生活

入の準備4〉一段階と し亡承認酋き るか1どう伽が問題にな

ーる許ご剃も ，㌔おとなめ側がら当然な1』見方でおるざ子ど

二もが：おとなにならズゆ了くの壱こ必要なこ とは1』子どものと

きか・ら準備してやりたいと二い1うのはすお乞なが共通にも

一う心情ど駆てってよ・いrと 思 う乙1：しか』しドrぞの乏きにい子ど

塙㊧笙間が、ら．切り離ざれ窯1ンおとなだけの空間の中沁考

二茜る：とン部線的思考に支配されやす蛇・5そして’こおとな

』の生活様弐に近づぐ子どもの行動ば，話常に上昇する階段

めよう一に考えちれやす》寸。ll退行ザる行動や，チおどなの常

識に反する行動に，』意味を見出すごとが懸きない時は≠

．子どもの空間との窟複性が薄れて∋一単←のおどなの空間

に とど、まっていう時1とヤ・えるだろうと思 う＝す∫い　脅一』∵

、

子ど1もの保育や治療の実際に従礁するおとなは，・おと

・な4）空間 と一子1ども9の空間の中間に立ち1”両者を同時に重
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複さぜている存在寒あるひ両者め間を揺れ動「き1’15」方韓

偏する瞬間も少な《な群。・たとえ物理的に胤じ空商比あ

啄ても1：ほど瀞1ど海とな4）空間のみが古める 瞬間旭‘あ

るぎま準ドおとなとしての仕泰をしズい文1マ子1ど』もの実

際の場に出てゆXのには；r、こ努力を要する揚合も・ある51こ

のような場合1乱亭ゼもの空間・とおどなめ空間とほ～・底ど

んど異質な、むめめよ｛軌ヒ思われるる 』1 』☆1’∫1ξこ・ 二・

　だとえば，子ξも1とめ保育的接触に入る とまぎ11iお乏な

の用務の関心が頭に残ら笹いて』…折を見セ子どもから聯

れようとして々踊るごとき にはよ 芸子二ど二もの空間の中には妥・・り

皆れないよ子ども伽ら見るならば， 自分の方に心を肉け・

・ていないおとなを見るであろ1う5’おと〕なが心奪きあて子

・ど1も之トづき合う≧きには‘冠子どもはお一となを迎えいれて

・くれ～る時が多いぴ導y；1〆ノ鷺　丼1こ 』 』 1』1’r㌃』rる筆δ鼠

4審例＋事務鮒なことで異質な時間を過した後l　l心を

きめて｛子ど滝の中にぱ協為ぎ・冴『ヤF㌦端ψ章ヤ∴1

巴丁度lllンTが登園しこ蔦i、母親から離れだがらず，1』㌃母親に

まつわりつレ～て恥る・と池！ぞに・出会＝うざ 私は∫陀この子乏をう

営合おう と思いi ：il床に腰をおろすε台を問にジじ・虻，私は

Tと手を触れたり，顔を見合わせたりするうちに，Tは

輯元をほ苓ろばせズ少し更う’よ1うになづ』たす．私に向：づて

寄せて碕郷さの骸感じ肌二とができるε継の子・

’1ども乏冷締に恥うづけよめ≧思献てい各と、きに臨・情／を

かわず関僚に瞳恥れ蕎ま隊に思ち・よゆきずりに，』立ちま

（る途中萎立止ら たどぎには1』一物理的には近くにレ“くも』｝

おと・なめ空間と子1どもの空間は切り離されている。珊』締

に笑い合ろだり写・ 捧緒に熔るPごとによ ってゼ 子どもが安

心して遊ぶどぎにほ妥、お どなと子ど1もは空間を共有1し渚

いると「いら てよ廓増あおう1己工合の左から右がら上が軌

眉・を少し出して私1をあぞぎ評笑 うぴこの間に母親が去る

が平i気であらε＝ごめrご芝がち始まぢて1ドTは7通、ヴ奉が

りの子どもがおい七いづた積木を台の上に並べだり！、㍉、ニダ

ゾボ」ルの箱を頭にがぶヶだりγ嫉ろ硲ろの物で遊びな、

が、ら活動の範囲を， 台の周囲がら少しずつひ昼げてゆ

く・・途帆行き脚の批なが陛ガ・暇通蹴韻ド
ニと蛍マ瞬活動が止まらて口元が緊張する6、1また齢私が1物

・一 69一



日本総合愛育研究所紀要 第13集

鵠1灘襲く舞醤ぎ灘嘉、魍ア骸

　このような事例はほとんど無数であり，多くの人が体

験していることである・サし嫡幽らやカ1秘う』
に，子どもと空間を共有するとき比，子どもの世界の独

自な動きを体感することができる。それは子どもと空間

を共有し舜ければ見えてこ蕉いものであり，その観点か

らいうならば，おとなの空間からは異質な委きごとであ

る。逆にみるならば，子どもと空間を共有しているとき

のおとなの行動嫉別の空間に属するおξなの観点から

は奇興に映。りう、るものである。物をどりに立上ることも

できないで床に坐っ、ているお となの行動は，二別の空間か

・らは読解不能なものとなりうる。しか＝し，くこうして子ど

もと空間を共有するときに， 直線的にではなく， 力動的

に鋤く子どもの空間があることを知．ワ得るb㌃子どもが，

あることができるようになる過程は，・機械的に段階づけ

ちれた構造をなす メカニズみではな令．午ど もが自ら発

動し・子 ども自身ジ安心感と生き．甲斐を求めなが．ら，．生

きよケとする人間の生の過程そのもの癒ある。1それは外

的視点か．ら見るなら畳ま，　＿ヒ昇しi　停滞：し』 下降し，　退行

む，適応し，’反抗し，逸脱しドさま．ざまな方向に動きつ

つ・成長の方向に向う過程である。これを内的視点から

見るならば，子ども自身，迷い，悩みっつ亮自ら生きる

道を見出してゆぐ過程である6この観点がら・い う なら

ば，治療も保育も，子どもと内的世界を共有す為rと ころ

に成立すると考えられよ．う。これは，一おとなが子どもの

行動に意味を見出す上での前提であるb 1’、

・2・，方法一マr子どもと共有する空間からお、となの空間

へ』．
、1

、』、

　言語を1もたず，単純な行動しか・しない知恵おくれの幼

児の場合でも，r無意味なように見える行動の断片を，子

ど もの内的世界の表現として見ると，意味を見出せる場

1合が多い・1どんなに発達の初期の原始的な段階であって

も， 子どもは自ら㊨中に発動する力をもち， ・生きる衝動

の流れはたえず動き，．その変化につれて自、らの内に中心

を求め，生き．る意味を見出そうとしている6発達の原始

的な段階にあっ．ては特に，それは意識の水準で行われる

のではなく・， 』ほと．痴ど無意識の水準で行わ．れている人間

の精神のはたら きである。従＞ズそれは）鴛語によ って

表出さ、れるのではなく，身体運動を主とする行動によっ

一て表出される61∵
ご

八保育者．や治療者が， 「子どもの空間を共有すること がで

きたと きヂ子ごrも、と・共に動き1，あるいは子ど もに応じて

動ぐ身体運動を媒介どして．、動きのイメージにより，2｝

、子どもの空間の中に動くも’のをとらえるずそれは，子ど

遷蹴轟羨・鰍繧雛鷺呈み瀦髪

　質をなすものを探ろうと努力し，言語によって閉確化し

儲うと1す祝轡趨とな餌oで鰍糊確化しようと
　する作業である。

　　このようにして，おとなの側で明確化される意味は，

未知のものをふくむ総体の一側面である。多くの可能な、

　意味の中の一つにすぎない。他の時点で，あるいは，他

の人が，同じ行動の意味をとらえる揚合，それは全く同

　じもの1となうとは限らず，まして同じ衷現となるとは限

　らない。

　意味を見出す作業は・機械的作業ではなく，唯一絶対

　の客観的解答が得られるも のでもない。自己形成しつつ

あ多人間が他人と自分とを理解 しよ うとする人間的行為

　である。

　・行動の意味を見禺すこと嫉 保育や治療において欠く

・ことのできないものでありデまた，1その過程にお疑てな

されるものであるρ

3．　事例一Mの階段

　 知恵おくれの幼児と禺会う ところの・無数の箏例の中

のひξつζして，瓢と隣駐の事例き裸に報告すう。

　Mに言語がなく，砂を日．にレ・苑わ汐〕、．勿を捜ぜたり三、

舞に入らないζ頭を床に打ちっけたり・，自分の体奪gね

ったりして大声をあげる5ある時から，階段の昇降を好

むようになった。階段を昇ったり降りた りして》る之，、

畏時間 きげんよく過す。その階衆の昇降に対す葦関心は

　8か月以よ続くが，その間に少しず？関心の変化が見ら

れた。次に特徴のある行動様式を示寛ものを謁騰。』

　　1月18日

　Mは小ざなモデルカ 一を，、床に力をいれて 投げっ1け
る。とくにある特定のモ．デルカ絶を，何回もぐり返して

投げるo私は傍にいて，固体の抵抗のイメー章が動いて

いると思い・箱つみきをわざと大きな音をたてておいた

り，数、コ はまったブロックを床に投げられるよ、うにして

みた。、Mはブロックを床にたたきっけたり，モデルヵ〔

　をたたきつけたりする。叩きつける力，床にぶ少けう抵

・抗感ザその音などが，ここで重要なものと思われた。M

の心の中には何か抵抗にぶつかっ二て乗り1こ零るこ！とがで

　きないでいるものが勘るように思われた。そのあとMは

私の手を引いて階段にゆき， 階段を昇り はじめたので，・、

私は心をきめて階段の珂とっ き合うo一．し

　Mは階段をゆきつぐところまで昇り，、屋上の手前まで

ゆく。そこで数段，階段の昇降をくり返す。私を階段に

坐らせ，私が立ち上ると すぐに来て腰を、おろさせる。自

分が階段を探索するときに， おとなに空間を共有してい

一270一



津馳、嚇神発達轡郷鱒療保育過程の研究

ても：ら酔琳i㌔う二で晦二，』冨 ：ド，・一』 ．』誇♪ ；等と脇働ろうρ演』△謡
1騨叩，ま，を見磯，自嘩が嚇く臥㌣逃間を中聞静存鶴し瑠識す…る仕方は遁来力樋

る． rだ紬脚噸感櫛直よ騨 ウ r1ウーレ櫨1ったよう燭る5 助均り下り磯目斑峡蛾うげ）

．がら数即階馳、往復す多6・∵．、c∫yl 3、3・　ン≧騨櫓 都帰別曜間≧ レて羅樋噛蓄

し幽
く曜，・、私の手を引いて，鰍の下の方雌ら甑糊膿卿存在するこ蟄軸・醐嫡るd・

せる．そこ瞳上繭う昇り階段と， 階下が既せる降rとうげ」φ語灘・、神に手耐をした嚇で麺と1ζ

り鰍の蝉の脚場で漉顧おギ暢、を中鮮ろから』卿 （手向）の転であるという（大躰購

ジして、，上闘、？＃iり∫下に降つ嬉鰍、り糊・す瀬照軌切姻の蝉酪幽撫購

う窩 坊闇購姻み雌を晃るζと1カ1箪⑫虚晒 行1く・末曝嫉とを賦猷燗噸
麟拶∫蹄す爾鷲脳酵獅縞嚇・私の然の廠あるらしいび 1』　 ∫ f第い・’

騨？儲を見娯瑚脚ゆる壱 Yr』π．聯柳禍嚇不可解な働の中立；ゆれ

1；うして，1描彫囎即過賭鯵へζ』 鵜柳こ畷すう態φ零勤多⑩障壁麟？施丸
　　3月1臼　　　　　　　　劉勅騨蕪舜騨妨⑳情齢る1こと岬き
　M離碑を引収鰍を晃りy 、階段卿聞のおど學一るよ鵬思ラ転亡ト”二部』じヌ満二常・1・

場にく a．比を恥り汗観溺，、天井観だり渉　、・〕5・月12恥都憂；ン・二㌧△ こ題で1’守一

き勲った、り滋そべったり郷2σ分く麟．そう1し　瞬碑だし・獄拠あ鵬ギ1デ晒テゼと嘩

て酬
おど暢舶分の体鱒にしオぐる・ぐる勲みを齢こさ猷私に渡熊灘賄～庚魁

胤勲りながらダ．鰍め上鷲見たり冴辮見だり2タZ勅7卜嘘の鱒こ切っ欝ると漉鮪轡
，蕪： 二縦・5分く、楓く、り1返して職蜘ミ立祉二騨騨．鍛頻曝外鰍ρ途中のおど賜
ると，郵をおど暢瞬漸ど1賄分もその1おξ賜離下㈱郷購1麟段を貼り鰍；脚傍

鷲楓騨、おど暢でぐる二く溺わりな筋1 雌雌馳幽蝉確y庵陽力聯ぽ帖照磯暖』
、鍵妻織凝1灘難ξ禁1器騨蓼寒鷲議鷺1望鐙鯵轡ヂ
曇，∫ξの二とを轟の揚の直接の嬢から離楓 馳起．乙 』階威曝や鶴醜驚プ碧晦でゆくのは滞

。・

し沁φ麟と乏嬢とら殖し赫徽・う：する即縄磯麟麟るカ）鱒聯・・〆』肝r・

翻諜霧差腋艦瓢鷲裏睡、、．、購卿卿職　や体に落して心、

の認識の仕方のびζつである畑こ鮒がさ甑蹴 麟そうで縞』卿畏時間？づいており∫獅M

なの職業生活において，人は自分より上の位置のムをも脚ヤ’て・1却気揮マ麹ゾ』・・誤惇ζ1

、ち飢 下の位置の短軸，，⑳燗廻う二《鵬 岬、櫓にMは準煽吻飛岱Yて鰍にゆく渥牒
生涯において，人は進むべぎ未来を櫨過ぎ畝渾 で上り’簾おど嚇聯鵡雌見研緯
去齢：箆：その欄で防て職1・ ゆ堺こおいて耗りり狐；鋤舶分め靴麟’徹ぴと：噂お劃暢

糊上雌をもち1・ 足の下の地下をむち，』∫その中間・のす撫殺瞬識ち・脚を次曜り卿すぐ

1細っ節、る5人に常に中間的磁であり3．還で人は上の段に麟 次顧分卿下をぬレ癒その典∫ど
り』』

1回転している蓄撤ヤたる甚ろ硯出す睦れは燗鋤餌ぐ柚騨瀦踊ぴと⑳靴下鯨嬢単・・
』客在の認識の仕方の共通の原型ではないだろうか。Mは賊く甥解抵次曝の靴をぬ鰻拓k賓躰
それを鰍におけるきわめて辮的な行動で示している却励鋼甥麟纏・勲ひと殉翼感卿ゼ 』

』廓鋪う．脚おど瞭，騰心にしてい㍉卿すぐ上の段剛6う樋鰯Q鍵聴階・・
たことを見ていて．鮒嚇鋤のように曝わ嫉髄、ξんどん幽て陣髄餓り郵…ぞの畷下嬢

…M醗何かを探求している雌こ思えた嚥こうい ど

蝋
私ゆくつ下をその蝋磯こ戯晒 ∵、

うことだったのではないだろうか． MΦ蝉囲は・おとつを一番下の階のすぐ上の段におく ・」これで屋階嫉奥㌧

となセこ比べれ壱燃，
意識の内容は明確ではないであろ購まで瀕所蹴と靴下蜘鴫の脚喜郷級、 、ll』

う．しか・ ，その生活範囲の帆知恵おくれの醐・こ購る◎こ嚇いろヤヤ概と醐即v膨

離難，騰嫉慧黎盤叢等耀篇讐雛驚：iξ
一r27｝ 〒
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　　靴と靴下は足を代表するものであり， Mはそれを階段
　におく；とにより，自分の足で一段ずつをたしかめるか

　のようであるらおどり場と階段，：そして』屋階ふら地階

　までを，すなわち1自分の立っている場所と上と下，天

　から地まで結ぶ橋を一段ずつ刻むよう にたしかめている

　とも考えられよう。

　　6月23日

　　諏で紬嚇でき，そのかさ枇をカ・純しって多，

　3日間くらい，夜も昼もねないし，食事もせず，母親は

　ふらふらだという。

　私のところにくると，Mはすぐに私の手を引いて階段

　にゆく。 翼直に屋階にゆく。屋階に，コンクリートの縁

　があり，そこに体を横にして上り，移動する。私が手で

支えようとすると私の手を払いのける。危くないよう

　に，下の方に手を差出しながら，最大限に冒険させてや

　る。ドこのときチMはもはや頭から手を離し，実亮すっき

　りした顔つきをしている。

　次の日の母親の報告による と，この日，家に帰ってか
　らレ Mは頭に手をやることから，ふっつりと縁が切れた

　とのことである。私はMに冨険をさせながら，』ぞうさせ

てよいのか・どうか・迷いをも？ていたのであるが1・この

ことが，Mを別の生活にふっ切らせたと考えてよ・いと思

　う。．この場面のMの表情は，それほど印象的であっ売．

　この日のMは”おどり揚で回転するのではなく1階段

の一番上から下を見下す位置にあった。階段を上りつめ

て，下を見おろして，Mは自分の内側にだけ向け られた

生活を克服して，外の世界に目を向けられるようになっ

たのだと，思う 6

　Mの階段は，まだこれで終ったわけではなレ｛。これか

ら3疹月ほどゲ伺様にして続くが，次第にその回数が少

くなゲζ，階段に対する関心は終る。ここに示 したよう

な，㌧8 か月間の階段をめぐる体験によ6て，Mのもって

“た問題が解消したとはいえないし，何かめ能力が増大

したともいえない8瓢は依然とし七扱うのに困難な子ど

もであ窮能力も低い子どもである。しかし，こうした

階段め活動を通し宅，Mは・それなりに，自分の当面し

てレも問題をいろいろに考えてレ・たのではないかと思

う・［ 階段とい狽体的・現実触物による行鞭あるけ

れどもゾそれは同時にジ巌の内的体験と思われるもの

』を，1恥ぐらがでむ萌ら1がにしてみたいと思ったのであ

る6
一』．

『　 　戸一1．

　階段は，1・児童面の研究史の中には，いつもあらわれる

テ4マである2レ。・ 西洋でも，日本でも，ある時期の子ど

もは・階段やはしごを爵んで描く。家の内部を描くとき

には，階段は，子どもが最も多く目をづけるもののひと

第12集

つである。また，統合され，高揚した精神の状態にある

子どもは，天にとどく階段を描くことがしばしば見られ

る。これらから知られるごとは，階段は，人間に乏っ

て，現実的階段であるのみでなく， 精神の世界におい
て，天上に，あるいは地下に導びく通踏となっているこ

とである。

　言語をもたない知悪おくれの幼児Mの階段の行血は，

普通の子どもに見られないほど，具体的行動と内的体験

とが密着したものであると思う。Mは階段の途中のおど

り場でぐるぐる回転し，上を見たり，下を見たりして時

を過すことに熱中した。私はこれを，中間的存在として

の人間存在の認識あ仕方の原型として理解しようとし

た。

　しばしば，道端の階段で，子どむたちが，階段の途中

の段に坐りこんで・ままごとなどをするのを見かける。

これは，階段の一番上でもなく，一番下でもないところ

に意味があるのであろう5どこの幼稚園でも，階段は子

どもたちの最も好む場所のひとつであろう」階段を昇降

．し，また途中で遊びながら，子どもはさまざまな内的体

験をしているといってよいであろう。

　．知恵おくれの幼児の行動は，最初はその意味を とらえ

ることが困難なことが多い。r異質な他に出会うときに

は，そこに含まれている意味を前もって予想することは

許されないから， 最初から意昧をとらえられないのは当

然である。　しかし，子どもとつき会ううちに，次第に行

動の意味が見えてくるとゼ子どもと共有する内的空間は

次第に深められるであろう一。それが治療保育の行われる

場であると考える。

注1，本論文は，愛育研究所，家庭指導グルピブにおい

　　てなされた研究である。

注2．津守　真，本田和子，松井とし，・人間現象と1しズ
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